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１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ス
タ
ー

石
畑　

匡
基

資
料
見
聞

　

昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
10
月
10
日
か
ら

24
日
ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
り
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
紹
介
す

る
の
は
、
そ
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式

ポ
ス
タ
ー
で
す
。
ど
れ
も
縦
は
１
メ
ー
ト
ル

を
超
え
て
お
り
、
実
物
を
見
る
と
大
変
迫
力

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
上
の
４
枚
全
て
の
デ
ザ
イ
ン
に
は

亀か
め

倉く
ら

雄ゆ
う

策さ
く

（
１
９
１
５
〜
９
７
）
と
い
う
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
２
月
に
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委
員
会
は
現
在
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
エ
ン
ブ
レ
ム
に
当
た
る
シ
ン
ボ

ル
・
マ
ー
ク
を
決
定
す
る
た
め
、「
デ
ザ
イ

ン
懇
談
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
そ
こ
で
、

シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
の
コ
ン
ペ
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
す
が
、
発
表
予
定
の
期
日
ま
で

４
ヶ
月
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
公
募
で
は
な

い
「
指
名
コ
ン
ペ
」
と
し
ま
し
た
。
指
名
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
亀
倉
を
含
む
６
名
で
、

１
人
ず
つ
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
ま
し
た
。
最

後
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
亀
倉
は
陸
上

競
技
ト
ラ
ッ
ク
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
第
１
案

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
審
査
員
の
反
応
は
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
赤
い
丸
と
金
の

４号 ３号 ２号 １号
東京オリンピックポスター１～４号（高松市歴史資料館蔵）

五
輪
マ
ー
ク
と
文
字
で
構
成
し
た
第
２
案
を

提
案
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
満
場
一
致
で
こ

の
第
２
案
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

写
真
の
１
号
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
１
号
ポ
ス

タ
ー
は
10
万
枚
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

１
号
ポ
ス
タ
ー
は
印
刷
物
と
し
て
国
内
外
の

注
目
を
集
め
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
・
デ
ザ

イ
ン
賞
な
ど
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
亀
倉
が
デ
ザ
イ
ン
に
関
与
し
た

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
昭
和

37
年
５
月
に
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
切
る
ラ

ン
ナ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
た
２
号
ポ
ス
タ
ー
が

発
表
さ
れ
、
９
万
枚
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初
の
写
真
を
使

用
し
た
公
式
ポ
ス
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
翌

年
４
月
に
は
水
泳
選
手
を
モ
デ
ル
と
し
た
３

号
ポ
ス
タ
ー
７
万
枚
が
、
開
催
直
前
と
な
る

昭
和
39
年
４
月
に
は
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
モ

デ
ル
に
し
た
４
号
ポ
ス
タ
ー
が
発
表
さ
れ
、

５
万
枚
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
こ
れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
は
そ
れ
ま
で
の
ど

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
ポ
ス
タ
ー
よ
り
も
見

る
人
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
１
９
６
４
年
東
京
大
会
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
公
式
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
が
飛

躍
的
に
向
上
す
る
転
換
点
と
な
っ
た
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
「
告
知
」
の

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
か
ら
、「
美
し
い
・
す
ご
い
」

と
思
わ
せ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
存
在

へ
と
転
換
さ
せ
た
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
の

で
す
（
参
考
文
献
：
昭
和
館
展
示
図
録
『
日

本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

（
２
０
１
９
年
））。
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昨
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
本
年
７
月
23
日
開
幕
へ
と
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
と
っ
て
、
開
催
予
定
の
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
け
な
か
っ
た
の
は
２
度
目
の
こ

と
で
す
。
最
初
は
、
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
も
の
の
、
昭
和
12
年

（
１
９
３
７
）
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
の
影
響
に
よ
り
返
上
し
、
幻
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
幻

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
関
わ
っ
て
い
た
の
が
、
高
知
県
出
身
の
電
気
工
学
者
で
あ
る
山
本
忠

興
で
し
た
。
開
館
30
周
年
記
念
企
画
展
の
第
二
弾
と
な
る
「
土
佐
人　

山
本
忠
興
と
近
代
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
開
展
に
先
立
ち
、
彼
の
功
績
を
少
し
だ
け
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真１「明治二六年入学志願書」
（高知県立高知追手前高等学校蔵）

写真４「テレヴィジョン
公開実験記念券」
（早稲田大学大学史資
料センター蔵）

写真３「実験を行う山本忠興」
（早稲田大学大学史資料センター蔵）

写真２「特許証」
（早稲田大学大学史資料
センター蔵）

●
高
知
時
代
の
山
本
忠
興

　

山
本
忠
興
は
、
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）

に
現
在
の
南
国
市
に
お
い
て
誕
生
し
ま
し
た
。

父
（
養
父
）
は
、
の
ち
に
県
議
会
議
員
や
貴

族
院
議
員
を
つ
と
め
た
山
本
忠
秀
で
す
。

　

忠
興
は
、
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
に
県

尋
常
中
学
校
に
進
学
し
首
席
で
卒
業
し
ま
す
。

そ
の
後
身
に
当
た
る
高
知
県
立
高
知
追
手
前

高
等
学
校
に
は
、
忠
興
の
入
学
願
書
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

卒
業
後
は
、
第
一
高
等
学
校
（
東
京
大
学

教
養
課
程
の
前
身
）
を
経
て
東
京
帝
国
大
学

電
気
工
学
科
（
現
在
の
東
大
工
学
部
）
に
入

学
し
ま
し
た
。

●
電
気
工
学
者
と
し
て

　

在
学
中
か
ら
日
本
初
と
な
る
鉄
道
の
電
化

企
画
展  

土
佐
人 

山
本
忠た

だ

興お
き

と
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
館
30
周
年
記
念会

期
：
令
和
３
年
７
月
16
日（
金
）〜
９
月
５
日（
日
）

石
畑　

匡
基

工
事
に
従
事
し
、
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）

に
卒
業
す
る
と
、
芝
浦
製
作
所
（
現
在
の
東

芝
）
に
入
社
し
ま
し
た
。

　

明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
に
は
、
ド
イ
ツ

や
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
最
新
の
電
気
工
学

を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
英
語
力
や
世

界
に
広
が
る
幅
広
い
人
脈
を
作
り
上
げ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

帰
国
後
、
早
稲
田
大
学
理
工
科
（
の
ち
の

理
工
学
部
）
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。
大
正
元
年

（
１
９
１
２
）
に
は
教
授
と
な
り
、
昭
和
19

年
（
１
９
４
４
）
に
は
名
誉
教
授
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
、
多
く
の
発
明
を
世
に
送
り
出

し
て
お
り
、
国
内
・
国
外
問
わ
ず
多
数
の
特

許
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

　

特
に
力
を
注
い
だ
の
が
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

（
テ
レ
ビ
）
の
研
究
で
す
（
写
真
３
）。
共
同

開
発
に
よ
っ
て
「
早
大
（
早
稲
田
）
式
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
開
発
に
成
功
し
、
昭
和
５
年

（
１
９
３
０
）
に
は
、
世
界
初
の
公
開
実
験

を
行
い
ま
し
た
（
写
真
４
）。
約
１
５
０
㎝

四
方
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
鮮
明
な
映
像
を
映
し

出
し
、
人
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

野
球
場
か
ら
世
界
初
の
屋
外
実
況
中
継
を
成

功
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
技
術
力
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
で
発
明
さ
れ
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
方
式

の
テ
レ
ビ
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
が
「
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
開
発
の
父
」
と
し
て
、
そ
の
名
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
数
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

昭
和
５
年
に
は
「
日
本
の
十
大
発
明
家
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

●
「
日
本
陸
上
の
育
て
の
親
」

　

こ
の
よ
う
に
発
明
家
と
し
て
の
輝
か
し
い

功
績
と
と
も
に
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
に
も
多

大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

自
身
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
、
剣
道
や

ボ
ー
ト
、
野
球
と
幅
広
く
活
躍
し
ま
し
た
。

早
稲
田
大
学
で
は
、大
正
６
年
（
１
９
１
７
）

に
、
競
走
部
部
長
（
監
督
）
に
就
任
し
、
四
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写真７「友情のメダル」
（早稲田大学大学史資料セン
ター蔵）展示期間：８月13日（金）
から９月５日（日）

写真６「寄せ書き」
（早稲田大学大学史資料
センター蔵）

写真５「織田幹雄と山本忠興」
（右から南部忠平・山本忠興・織田幹雄）
（早稲田大学大学史資料センター蔵）

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
選
手
の
育
成
に
た
ず
さ

わ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
に
は
第

８
回
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
視
察
し
、
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
現
状
を
把
握
し
、
選
手
の

育
成
に
情
熱
を
燃
や
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
は
日

本
学
生
陸
上
競
技
連
合
会
の
初
代
会
長
に
な

り
、
翌
年
に
開
催
さ
れ
た
第
９
回
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
選
手
団
の
総
監

督
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

忠
興
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
、

早
大
選
手
の
海
外
遠
征
を
企
画
し
ま
す
。
そ

こ
で
、鍛
え
ら
れ
た
教
え
子
の
織
田
幹み

き

雄お（
三

段
跳
び
）
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
人

初
と
な
る
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
（
写

真
５
）。

　

選
手
達
に
も
慕
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

忠
興
宛
て
の
手
紙
や
寄
せ
書
き
が
今
で
も

残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
６
）。

ダ
ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

●
１
９
４
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
へ

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
日
本
人
選
手
の

度
重
な
る
活
躍
に
よ
っ
て
、
日
本
で
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高

ま
り
ま
す
。

　

忠
興
は
、
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
に
来

日
し
た
国
際
陸
上
競
技
連
盟
会
長
の
ジ
ー
ク

フ
リ
ー
ド
・
エ
ド
ス
ト
レ（
ロ
）ー
ム
と
会
談

し
、
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
可
能

性
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
翌
年
に
は
、
当
時
の
東
京
市
長
で

あ
る
永
田
秀
次
郞
と
忠
興
が
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
可
能
性
に
つ
い
て
会
見
を

行
っ
た
こ
と
で
、
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）

に
開
催
さ
れ
る
第
12
回
大
会
を
東
京
に
招
致

す
る
た
め
の
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

　

忠
興
は
、
欧
米
に
留
学
し
た
際
に
身
に
つ

け
た
語
学
力
を
活
か
し
、
招
致
活
動
に
貢
献

し
ま
し
た
。つ
い
に
、昭
和
11
年（
１
９
３
６
）

７
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
の
総
会
で
、
東
京
で
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
国
内
で
は
さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

熱
が
高
ま
り
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
関
連

グ
ッ
ズ
が
各
地
で
作
ら
れ
ま
し
た（
写
真
８
・

９
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）

か
ら
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
の
激
化
に
よ
り
、

翌
年
７
月
15
日
に
日
本
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

　

続
く
、
第
10
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
陸
上
競
技
監
督
を
つ
と
め
る
な

ど
、
日
本
に
お
け
る
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

人
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
友
情
の
メ
ダ
ル
」（
写
真
７
）
で

知
ら
れ
る
西
田
修
平
も
早
稲
田
大
学
出
身
で
、

忠
興
の
教
え
子
の
一
人
で
す
。
彼
は
、
第
11

回
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
棒
高

跳
び
に
出
場
し
、
慶
応
大
学
出
身
の
大
江
季す

え

雄お

と
同
記
録
で
あ
っ
た
た
め
２
・
３
位
を
分

け
合
い
、
お
互
い
の
銀
と
銅
の
メ
ダ
ル
を
半

分
に
切
断
し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
「
友
情
の
メ

ク
の
返
上
を
決
定
し
た
の
で
す
。

●
「
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
」
入
り
へ

　

山
本
忠
興
は
、
日
本
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
見
る
こ
と
な
く
、
昭
和
26
年

（
１
９
５
１
）
４
月
21
日
に
死
去
し
ま
す
。

　

第
９
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
選
手
団
総

監
督
な
ど
の
功
績
を
記
念
し
て
平
成
11
年

（
１
９
９
９
）
に
は
「
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
の

殿
堂
」
に
入
り
、
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
年
は
忠
興
の
生
誕
１
４
０
年
、
没
後

70
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
も
う
一

度
、
彼
の
功
績
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

写真９「着物」（昭和館蔵）
写真８「HAND BALL」
（当館蔵）
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企
画
展 

「
田
辺
寿
男
の
民
俗
写
真
５

　
　
　
　
　

―
春
夏
秋
冬 

と
し
の
祭
り
―
」
に
向
け
て

　
　
　

開
館
30
周
年
記
念

会
期
：
令
和
３
年
10
月
8
日（
金
）〜
12
月
５
日（
日
）

中
村　

淳
子

　

田た

辺な
べ

寿と
し

男お

氏
（
１
９
２
１
〜
２
０
１
０
）

は
、
高
知
県
の
民
俗
を
調
査
研
究
し
、
写
真

に
記
録
し
た
民
俗
写
真
家
で
す
。
当
館
は
、

田
辺
氏
の
写
真
資
料
を
約
５
万
点
収
蔵
し
て

お
り
、
今
秋
、
同
氏
の
写
真
展
第
５
弾
を
開

催
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
は
、
田
辺
氏
の

写
真
展
が
県
内
で
ふ
た
つ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
同
氏
が
調
査
し
撮
影
し
た
市
町
村

で
あ
り
、
被
写
体
に
な
っ
た
方
や
ご
縁
の
あ

る
方
が
ご
覧
に
な
っ
て
楽
し
ま
れ
た
と
お
聞

新
た
な
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
。
絵
金
蔵
と
芸

西
村
筒
井
美
術
館
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
有

意
義
な
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
の
で
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
反
映
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

芸
西
村
筒
井
美
術
館
に
は
写
真
パ
ネ
ル
を

23
枚
貸
し
出
し
ま
し
た
。
平
成
11
年
度
の
当

館
企
画
展
「
ぼ
く
の
村
は
山
を
お
り
た
」
の

田
辺
氏
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
で
す
。
紙

焼
き
の
作
品
は
味
わ
い
深
く
、
な
か
に
は
全

倍
（
90
㎝
×
60
㎝
）
の
大
き
な
パ
ネ
ル
も
あ

り
、
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
当
館
で
焼
き
付
け
た
際
、
暗
室

で
は
狭
く
て
で
き
ず
、
普
段
は
撮
影
に
使
う

写
場
を
暗
く
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

覆
い
焼
き
や
焼
き
込
み
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆

使
す
る
同
氏
の
勇
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

当
館
で
開
催
す
る
田
辺
氏
の
写
真
展
に
つ

い
て
は
次
号
で
詳

し
く
ご
紹
介
し
ま

す
が
、
同
氏
が
調

査
し
撮
影
し
た
年

中
行
事
や
祭
り
の

写
真
を
と
り
あ
げ

ま
す
。

　

田
辺
氏
が
、
レ

ン
ズ
を
通
し
て
見

つ
め
た
高
知
県
の

暮
ら
し
の
歳
時
記

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

正月　佐賀町（現 黒潮町）昭和42年

節分　安芸市上尾川　昭和51年

秋祭り　室戸市椎名　昭和58年

虫送り　土佐市岩戸　昭和55年

き
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
に
協
力
し

た
当
館
と
し
て
も
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
香
南
市
の
絵
金
蔵
15
周
年
記

念
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
田
辺
寿
男
没

後
10
年
写
真
展　

追
憶
の
赤
岡　

絵
金
の

町
」（
会
期
：
令
和
２
年
６
月
２
日
〜
11
月

29
日
）
で
す
。
田
辺
氏
は
、
神
祭
に
並
べ
ら

れ
た
芝
居
絵
屏
風
な
ど
昭
和
40
〜
50
年
代
の

赤
岡
町
の
様
子
を
活
写
し
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
芸
西
村
筒
井
美
術
館
で
、

「
高
知
城
歴
史
博
物
館
・
地
域
記
録
集
完
成

記
念
展　

土
佐
の
村
々
・
芸
西
久
重
地
区
編
」

と
同
時
に
開
催
さ
れ
た
「
田
辺
寿
男
民
俗
写

真
展　

ぼ
く
の
村
は
山
を
お
り
た
・
芸
西
久

重
地
区
」（
会
期
：
令
和
３
年
２
月
14
日
〜

５
月
９
日
）
で
す
。

　

絵
金
蔵
の
展
示
に
は
当
館
か
ら
画
像
デ
ー

タ
を
15
点
提
供
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
平

成
30
年
度
か
ら
導
入
し
た
資
料
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
が
役
立
ち
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
田
辺
氏
の
写
真
資
料

情
報
も
約
２
万
件
登
録
し
て
い
た
た
め
で
す
。

た
だ
し
、
同
氏
の
写
真
資
料
を
網
羅
す
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
件
数
は
多
い

も
の
の
画
像
が
未
登
録
の
資
料
も
多
く
、
１

件
ご
と
の
情
報
が
薄
い
状
態
で
す
。

　

そ
こ
で
質
量
と
も
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

課
題
で
す
が
、
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

予
告
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と
で
、
合
成
樹
脂
の
ヒ
ノ
キ
の
葉
や
竹
を
使
っ

て
、
模
型
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

依
頼
し
た
の
は
京
都
市
の
「
ス
タ
ジ
オ

三
十
三
」
と
い
う
文
化
財
の
複
製
や
模
型
を
作

る
会
社
で
す
。
模
造
の
ヒ
ノ
キ
の
葉
や
竹
を

使
っ
て
、
本
物
そ
っ
く
り
に
組
み
上
げ
て
頂
き

ま
し
た
。「
×
」模
様
の
竹
も
模
造
の
竹
で
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
本
物
は
薄
緑
色
だ
っ
た

の
が
、
模
造
の
竹
な
の
で
鮮
や
か
な
緑
色
で
す
。

新
作
は
や
め
て
古
い
竹
を
再
利
用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
や
り
と
り
を
経
て
盆
棚
は

完
成
。
早
速
４
月
29
日
の
再
オ
ー
プ
ン
か
ら
３

階
総
合
展
示
室
に
お
目
見
え
し
て
い
ま
す
。

　

盆
棚
は
地
域
に
よ
っ
て
形
が
異
な
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
模
型
を
作
っ
て
展
示
で
き
た
ら
、

と
い
う
の
が
私
の
夢
で
す
。

本
棚

新しく作られた模型の盆棚（2021年）

民家の庭に作られた盆棚（199３年）南国市岡豊町八幡  

盆
棚
模
型
が
完
成
し
ま
し
た
！

東
洋
町
の
神
社
と
祭
り

　

令
和
２
年
度
に
高
知
県
の
盆
棚
模
型
を
製
作

し
ま
し
た
。

　

盆
棚
と
は
、
お
盆
の
時
に
霊
を
ま
つ
る

祭
壇
の
一
種
で
す
。
当
館
で
は
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
の
企
画
展
「
死
と
再
生
の
文
化
」

の
た
め
に
県
内
の
盆
行
事
や
盆
棚
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。
盆
棚
と
い
っ
て
も
地
域
に
よ
っ

て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ま
つ
る
対
象
で

す
が
、
全
て
の
祖
先
の
霊
を
ま
つ
る
所
、
初
盆

の
霊
だ
け
ま
つ
る
所
、
祖
霊
に
つ
い
て
き
た
餓

鬼
を
ま
つ
る
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
作
る
場
所

も
、
仏
壇
の
前
、
縁
側
、
軒
下
、
庭
、
川
の
中

と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
形
や
素
材
も
、
棚
に
上
が

る
ハ
シ
ゴ
が
あ
る
も
の
、
モ
ロ
ブ
タ
を
利
用
し

た
も
の
、
栗
や
柿
を
つ
る
す
も
の
、
芭
蕉
の
葉

を
敷
く
も
の
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
で

す
。
県
中
東
部
で
は
水
棚
と
も
呼
ば
れ
、
４
本

の
竹
を
柱
に
し
て
、
高
さ
１
ｍ
ぐ
ら
い
の
所
に

棚
を
設
け
、
ヒ
ノ
キ
の
葉
で
覆
い
ま
す
。

　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
に
当
館
の
立
地
す

る
岡
豊
町
八
幡
で
水
棚
作
り
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
薄
く
へ
い
だ
竹
で
作
っ
た
「
×
」

模
様
や
、
緑
鮮
や
か
な
お
堂
の
よ
う
な
屋
根
の

た
た
ず
ま
い
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
私
の
見

た
限
り
、
県
内
の
盆
棚
で
は
一
、二
を
争
う
手

の
込
ん
だ
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
県
民
の
皆
さ
ん
に

も
見
て
欲
し
い
と
、
展
示
用
に
本
物
の
素
材
で

製
作
を
頼
み
、
期
待
通
り
の
盆
棚
が
完
成
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

す
る
と
、
み
ず
み
ず

し
い
緑
色
が
茶
色
に
な
っ
て
し
ま
い
、
が
っ
か

り
し
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
25

年
。
そ
の
盆
棚
は
、

ヒ
ノ
キ
の
葉
が

ち
ょ
っ
と
触
る
と

ぼ
ろ
ぼ
ろ
落
ち
る

ぐ
ら
い
に
劣
化
し

ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
い
ず
れ
無

く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
と
い
う
こ

　

東
洋
町
在
住
の
郷
土
史
家
・
原
田
英
祐
氏
に

よ
る
「
東
洋
町
資
料
集
」
の
第
七
集
で
、
東
洋

町
内
の
神
社
や
祭
り
の
資
料
を
集
め
た
一
冊
で

す
。
原
田
氏
は
平
成
16
年（
２
０
０
４
）の「
歴

史
年
表
」
を
皮
切
り
に
「
野
根
山
街
道
」「
土

佐
日
記
」「
方
言
」
な
ど
の
資
料
集
を
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
は

本
書
の
刊
行
や
文
化
財
保
護
に
尽
力
し
て
こ
ら

れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
第
41
回
平
尾
学
術
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
で
も
資
料
調

査
員
と
し
て
民
俗
調
査
な
ど
に
ご
協
力
頂
い
て

い
ま
す
。

　

本
書
は
、
Ｂ
５
版
４
０
３
ペ
ー
ジ
に
、
神
社

や
祭
り
の
文
献
資
料
や
調
査
写
真
が
ぎ
っ
し
り

集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
既
存
の
資
料

を
徹
底
的
に
集
め
る
と
い
う
調
査
研
究
の
基
本

の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。
阿
波
文
化

と
土
佐
文
化
が
混
じ
り
合
う
東
洋
町
の
文
化
も

興
味
深
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
野
）

梅
野　

光
興

原
田　

英
祐 

著
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明
治
・
大
正
期
の
小
説
家
と
し
て
有
名
な

森
鴎お

う

外が
い

が
日
本
陸
軍
の
軍
医
に
任
官
し
、
明

治
27
年
（
１
８
９
４
）
日
清
戦
争
、
明
治
37

年
（
１
９
０
４
）
日
露
戦
争
に
従
軍
し
て
い

た
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
鴎

外
は
、
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
に
は
陸
軍

軍
医
総
監
と
な
っ
て
い
ま
す
。
軍
医
と
は
、

軍
隊
の
な
か
で
医
療
行
為
を
担
う
医
師
の
資

格
を
持
っ
た
軍
人
で
、
戦
場
で
傷
を
負
っ
た

兵
士
の
手
当
や
衛
生
管
理
に
当
た
る
衛
生
兵

と
は
異
な
り
、
医
師
の
資
格
が
必
須
と
な
り

ま
す
。

　

軍
医
の
歴
史
は
、
明
治
維
新
後
、
近
代
的

な
軍
隊
の
創
設
と
と
も
に
始
ま
り
ま
し
た
。

最
前
線
で
戦
闘
に
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、

後
方
に
お
い
て
傷
病
者
の
支
援
に
当
た
る
重

要
な
任
務
を
担
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ナ
ー
展
で
は
、
森
鴎
外
と
同

じ
時
期
に
活
躍
し
た
高
知
県
出
身
の
軍
医
で

あ
る
吉
本
其そ

の

葉は

に
関
係
す
る
資
料
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

吉
本
其
葉
は
、
安
政
４
年
（
１
８
５
７
）

に
現
在
の
南
国
市
浜
改
田
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
に
高
知
で
医
学
修

行
を
始
め
、
医
師
の
資
格
を
得
ま
し
た
。
同

17
年
に
は
東
京
に
遊
学
し
た
い
と
一
念
発
起

し
、
上
京
。
そ
こ
で
、
陸
軍
軍
医
講
習
生
募

集
を
目
に
し
て
、
志
願
し
ま
し
た
。
翌
年
に

は
合
格
し
、
軍
医
の
道
を
歩
み
ま
す
。
平
時

は
陸
軍
病
院
に
勤
務
し
な
が
ら
、
徴
兵
検
査

の
立
ち
会
い
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

日
清
・
日
露
戦
争
が
始
ま
る
と
、
動
員
さ

れ
て
中
国
な
ど
に
駐ち

ゅ
う

屯と
ん

し
、
軍
医
と
し
て
活

躍
し
、
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
後
も
軍
医
と
し
て
多
く
の

人
々
に
関
わ
り
、
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）

６
月
14
日
に
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
彼
は
軍

医
の
仕
事
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
貴

重
な
資
料
を
多
く
残
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
従
軍
日
誌
の

ほ
か
、
吉
本
其
葉
へ
宛
て
ら
れ
た
任
命
状
な

ど
、
明
治
期
の
軍
医
に
関
係
す
る
資
料
を
初

公
開
し
ま
す
。

陣中日誌 明治27年分　
（個人蔵）

昨年のモノづくり体験の様子

　

ず
い
ぶ
ん
早
い
梅
雨
の
訪
れ
に
、
も
う
？

と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
が
、
梅
雨
が
明
け
れ

ば
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
も
す
ぐ
そ
こ
。
今

年
の
歴
民
館
は
開
館
30
周
年
記
念
の
年
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
毎
年
好
評
の
「
ク
イ
ズ
に
挑
戦
」。

夏
の
企
画
展
と
合
わ
せ
、
コ
ー
ナ
ー
展
も
並

行
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
ク
イ
ズ
を
通
し

て
新
た
な
発
見
が
続
々
。
加
え
て
、
謎
解
き

ゲ
ー
ム
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
再
登
場
。
こ

ち
ら
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
（
要

予
約
）。学
芸
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー

ク
も
各
日
と
も
午
前
・
午
後
に
実
施
し
ま
す

の
で
、
お
聞
き
逃
し
な
く
。

　

そ
し
て
、
夏
休
み
の
宿
題
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
今
年
も
県
立
高
知
東
工
業
高
校
の

生
徒
さ
ん
が
モ
ノ
づ
く
り
体
験
を
お
手
伝
い

し
て
く
れ
ま
す
。
ご
家
族
で
の
参
加
も
大
歓

迎
。
現
在
、
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
中

で
す
（
要
予
約
）。
ま
た
、
今
回
は
高
知
み

ら
い
科
学
館
の
協
力
に
よ
り
出
張
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
モ
ノ
づ
く
り
に
加
え
、
科
学
の

不
思
議
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

来
館
い
た
だ
い
た
お
子
さ
ん
に
は
、
水

て
っ
ぽ
う
、
竹
と
ん
ぼ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ご

用
意
（
数
量
限
定
）。
も
し
か
し
た
ら
、
そ

こ
か
ら
新
し
い
タ
イ
プ
を
発
明
す
る
こ
と
が

あ
る
か
も
。

　

さ
ら
に
、夏
休
み
の
期
間
中
は「
教
え
て
！

学
芸
員
」
を
随
時
受
け
付
け
ま
す
。「
博
物

館
の
ウ
ラ
側
っ
て
ど
ん
な
の
？
」「
長
宗
我

部
氏
の
こ
と
を
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
学
芸
員
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
当
日
の
お
楽
し
み
メ
ニ
ュ
ー
も
。

こ
の
夏
も
、
歴
民
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ナ
ー
展　

軍
医
が
み
た
日
清・日
露
戦
争

　
　
　
〜
あ
つ
ま
れ
!!
発
明
家
の
た
ま
ご
た
ち
〜

会
期
：
令
和
３
年
８
月
１
日（
日
）〜
10
月
17
日（
日
）

７
月
31
日（
土
）・
８
月
13
日（
金
）・
29
日（
日
）

石
畑　

匡
基

西
山　

浩
生
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岡
豊
山
で
ひ
と
ひ
ね
り
。岡
豊
山
投
句
箱 

発
表

　

当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
河
田
小
龍
が
描

い
た
「
龍
虎
図
」
が
、
７
月
公
開
予
定
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
に
登
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
「
竜
と
そ

ば
か
す
の
姫
」。「
時
を
か
け
る
少
女
」「
お
お

か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
」
な
ど
の
作
品
で
知

ら
れ
る
細
田
守
監
督
の
最
新
作
で
す
。
今
回

の
物
語
は
高
知
県
の
村
に
住
む
女
子
高
生
が

主
人
公
と
い
う
こ
と
で
、
知
っ
て
い
る
場
所

も
出
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。「
龍
虎
図
」

が
ど
の
よ
う
に
出
る
か
は
見
て
の
お
楽
し
み

で
す
が
、
当
館
で
は
７
月
16
日
か
ら
９
月
13

日
ま
で
「
龍
虎
図
」
を
特
別
展
示
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
本
物
も
見
に
来
て
下
さ
い
ね
！

　

岡
豊
山
の
春
を
楽
し
む
方
法
の
ひ
と
つ
、「
吟ぎ
ん

行こ
う

の
ス
ス
メ
」。
初
め
て
の
試
み
で
し

た
が
、
5
月
13
日
（
木
）
締
め
切
り
で
59
句
集
ま
り
ま
し
た
。
土
佐
國
分
寺
の
林
廣
裕

長
老
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
句
評
と
と
も
に
発
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
　
裕
　
選

花
散
る
や
ひ
と
ひ
ら
づ
つ
の
日
の
欠か
け

片ら

　
　
　 

　
　
竹
内
と
し
子
　

　
　
　

桜
を
愛
で
る
心
は
、
平
安
の
昔
か
ら
私
た
ち
日
本
人
の
風
習
・
文
化
で
す
。
咲
い
て
か
ら
散
り

敷
く
ま
で
、
全
て
に
心
を
寄
せ
愛
で
る
。
掲
句
は
、
散
る
桜
に
心
引
か
れ
た
作
者
が
、
そ
の
一
片

一
片
が
日
を
受
け
て
散
る
様
子
を
、
日
の
欠
片
と
捉
え
た
。
散
る
桜
に
は
殊
に
心
引
か
れ
る
も
の

が
あ
る
。

つ
は
も
の
の
夢
埋
も
る
る
花
の
山
　
　
　
　
　
竹
内
と
し
子　

　
　
　

春
に
な
る
と
岡
豊
山
は
登
り
口
か
ら
山
上
に
至
る
ま
で
桜
が
彩
り
花
の
山
と
化
す
桜
の
名
所
。

　
　
　

戦
国
時
代
に
大
き
な
夢
を
描
き
活
躍
し
た
長
宗
我
部
の
領
主
や
家
臣
達
。
曽か
つ

て
在
っ
た
城
の
建

物
も
無
く
な
り
、
今
は
全
山
を
静
か
に
咲
き
満
つ
る
桜
が
つ
つ
む
。
過
去
と
現
在
を
対
比
し
、
目

の
前
の
景
色
を
、
巧
み
に
余
韻
深
い
も
の
に
し
た
。

古
民
家
の
煤
の
匂
や
初
夏
の
風
　
　
　
　
　
野
村
里
史　

　
　
　

屋
外
展
示
資
料
と
し
て
建
っ
て
い
る
岡
豊
山
の
古
民
家
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
な

く
て
も
良
い
。
昔
の
家
は
、
そ
の
一
と
間
に
囲
炉
裏
を
切
り
、
暖
を
取
り
煮
炊
き
を
し
た
。
そ
の

家
に
入
る
と
、ふ
と
染
み
着
い
た
煤
が
匂
う
。
そ
れ
を
払
う
様
に
開
け
た
窓
か
ら
風
が
入
っ
て
来
る
。

そ
の
風
に
よ
り
、
古
民
家
を
つ
つ
む
木
々
の
緑
な
ど
の
周
囲
の
景
色
が
一
気
に
広
が
る
。

見み

霽は
る

か
す
黒
潮
遥
か
陽か
げ

炎ろ

へ
る
　
　
　
　
　
以
　
　
登　

　
　
　

陽
炎
は
、
晴
れ
た
日
に
蒸
気
で
空
気
が
乱
れ
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
向
こ
う
の
景
色
が
揺
ら
め
い
て
見

え
る
現
象
。

　
　
　

岡
豊
山
々
頂
か
ら
一
望
す
る
香
長
平
野
。
そ
の
向
こ
う
の
土
佐
湾
か
ら
水
平
線
ま
で
、
大
き
な

自
然
の
風
景
を
十
七
文
字
に
切
り
取
り
描
い
た
。
広
が
っ
て
行
く
情
景
が
良
い
。

落
城
の
遺
構
を
つ
な
ぐ
花
吹
雪

　
　
　
　
　
以

　
　
登　

　
　
　

頂
上
に
戦
国
武
将
長
宗
我
部
元
親
の
居
城
・
岡
豊
城
が
あ
っ
た
岡
豊
山
。
城
址
の
一
角
に
歴
史

民
俗
資
料
館
が
建
ち
、今
は
歴
史
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
遺
構
を
巡
る
小
径
に
舞
う
落
花
。

美
し
い
桜
の
華
や
か
さ
と
儚
さ
に
、
長
宗
我
部
氏
の
栄
枯
盛
衰
の
歴
史
が
重
な
っ
て
見
え
る
。

龍虎図（龍部分のみ）国清寺蔵

寄
託
作
品
が
ア
ニ
メ
映
画
に
登
場

那
須　

望

　

こ
の
４
月
か
ら

館
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
原
始
・
古
代
か
ら
現
代
に
至

る
ま
で
の
各
時
代
の
特
徴
的
事
象
を
取
り
上

げ
た
総
合
展
示
や
、
岡
豊
城
の
城
主
で
あ
っ

た
長
宗
我
部
氏
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る

新
任
の
ご
挨
拶

館
長　

田
中 

宏
治

展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
の
岡
豊
山
で
は
、
四
季
折
々

の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
憩
い
の
時
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
、
令
和
3
年
（
２
０
２
１
）
は
、
開

館
30
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
は

予
断
を
許
さ
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続

き
、
様
々
な
企
画
展
も
開
催
し
な
が
ら
、
郷

土
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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2021年 ７月～９月の催し

https://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/̃rekimin/
Eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

岡
豊
風
日 

（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
） 

第
112
号

令
和
３
年
６
月
30
日

編
集
・
発
行　

(

公
財)

高
知
県
文
化
財
団

　
　
　
　
　
　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

〒
783

－

0044　

南
国
市
岡
豊
町
八
幡
１
０
９
９

－

１

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
８(

８
６
２)

２
２
１
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８(

８
６
２)

２
１
１
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

年
末
年
始
12
月
27
日
〜
１
月
１
日　

　
　
　
　
　

令
和
３
年
７
月
１
日
臨
時
休
館

観
覧
料　

〔
通
常
展
〕大
人(

18
才
以
上)

470
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

団
体(

20
名
以
上)

370
円

　
　
　
　
　

〔
企
画
展
〕通
常
展
込
520
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

団
体(

20
名
以
上)

420
円

無
料
：
高
校
生
以
下
、高
知
県
及
び
高
知
市
長
寿
手
帳

所
持
者
、身
体
障
害
者
手
帳･

療
育
手
帳･

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳･

戦
傷
病
者
手
帳･

被
爆
者
健
康
手
帳
所

持
者
と
そ
の
介
護
者(

１
名)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

講師：平井上
かず

総
さ

氏（藤女子大学准教授）
要予約　先着50名

9月20日(月･祝）14:00～16:00

7月31日(土）・8月13日(金）・8月29日(日）

開館30周年記念特別講演会

長宗我部氏から見た戦国時代

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、展示および関連イベントは中止・内容を変更する場合があります。

10月8日(金)～12月5日(日)

田辺寿男氏（1921～2010）は、高知県の民俗を調査
研究し、写真に記録した民俗写真家です。当館は同氏
の写真資料を所蔵し、平成11年（1999）の「ぼくの村
は山をおりた」を皮切りに「過疎」や「人生儀礼」など
のさまざまなテーマで同氏の写真展を開催してきまし
た。５回目の今回は季節の移り変わりのなかで営まれ
てきた年中行事や暮らしの写真を取り上げます。

開館30周年記念企画展

田辺寿男の民俗写真５
―春夏秋冬  としの祭り―

●講演会
　｢山本忠興とオリンピック」
　8月14日(土）14:00～15:30
　講師：島根大学准教授　浜田　幸絵　氏
　
●ミュージアムトーク（担当者による展示解説）
　7月31日(土)・8月13日(金)・29日(日）14:00～14:30
　※企画展関連催しは、全て観覧券要。
　　講演会は要申込（電話・メール・FAX）、先着50名。　

高知県南国市出身の山本忠興
は、1940年オリンピックの招致
活動に関わった人物で、早稲田
大学競走部監督として多くのオ
リンピアンを育成しました。本
展では、彼の知られざる功績を
掘り起こすとともに、日本におけ
る近代オリンピックの歴史をひ
もときます。

研究紀要
高知県立歴史民俗資料館研究紀要第25号
石畑匡基　研究ノート「山内忠義発給文書目録稿」
石畑匡基　史料紹介「高知県立歴史民俗資料館所
　　　　　蔵山内忠義発給文書について」

　Ａ４判６００円（送料３１０円）

7月16日(金)～
9月5日(日）会期中無休

開館30周年記念企画展

土佐人 山本忠興と近代オリンピック

七夕　昭和51年　安芸市上尾川

臨時休館のお知らせ
令和３年７月１日（木）

館内清掃作業のため休館します。

企画展関連催し

近代戦争である日清・日露戦争に従軍した高知県出身の軍医・吉
本其
その

葉
は

。彼が記した従軍日誌などの貴重な資料を初公開します。

「クイズに挑戦」（プレゼントあり）やプラバン作り、高校生がレ
クチャーするモノづくり体験など、ご家族でお楽しみいただけま
す。ご来館いただき、楽しいひとときをお過ごしください。

次回

コーナー展

企画展

8月1日(日）～10月17日(日）
軍医がみた日清・日露戦争


